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参加者プロフィール 

井野⼝陽⼀（団⻑） 
教育学部中等教育 
主免専攻英語科 4 年 
 

７⽉からの⻑期留学が決まっており、⻑期留学に
むけての練習として今回の短期留学に参加した。 
 

⼤島弥澄（副団⻑） 
農学部⽣物資源化学科 
線⾍学専攻 3 年 
 

⽇常⽣活における英語コミュニケーション⼒を上
達させ、留学後も研究室の留学⽣との⽣活を有意
義にすることを⽬的とし本研修に参加した。 
 

池⽥航⼀ 

教育学部初等教育 
主免専攻英語科 2 年 
 

「⻑期留学に向けた⾜掛かりとする」「アメリカ
を⽣で⾒てアメリカという国を知る」「アメリカ
の教育について知る」という 3 つの⽬的のために
このプログラムに参加した。 
 

⼤⾒謝恒秀  
経済学部経営学科 2 年  
 
 

⽇本以外で⽣活するという選択肢が、⾃分にとっ
てアリなのかを確認するため参加。また今回を逃
すと留学するタイミングを失うと思ったため。  
 

福⽥遥 
経済学部経営学科 2 年 
 
 

実⽤的な英語⼒を⾝につけること、異⽂化交流を
通じて⾃分の視野を広げることを⽬的として本研
修に参加した。 

平井さやか 
教育学部初等教育 
主免専攻２年 
 

アメリカでの⼤学⽣活を通して、⾃分の世界を広
げるとともに、将来英語教師を⽬指すに当たって
⾃分の英語⼒や英語教育を伸ばす⼟台になれば良
いという考えから参加した。 
 

岩間成吾 
農学部⾷資源環境科学科 2 年 
 
 

⽇本とは違うアメリカの⽂化にとても興味がある
と同時に⾃分の英語能⼒の向上のために今回の留
学に参加した。 
 

寺⽥愛花 
経済学部経営学科 2 年 
 
 

私は語学⼒向上の上達はもちろんですが、現地学
⽣との交流を通じて異⽂化理解を深めるという⽬
標で留学を決意しました 
 

⽥﨑美⽻ 
教育学部幼⼩連携教育コース 
幼⼩発達教育専攻 1 年 
 

異⽂化を肌で感じる体験をし、⾃分の視野を広げ
るため。⽬の前の問題を解決する⼒と⾃⽴⼼を⾝
につけるため。 
 

⽮ヶ部千宥 
経営学部経営学科 2 年 
 
 

アメリカの多⽂化社会の環境を理解し、異なる⽂
化の⼈々と⽣活することから新しい知識や経験を
得ることを⽬的としこのプログラムに参加した。 
 



プログラム概要 

【期間】 2023 年 2 ⽉ 17 ⽇〜3 ⽉ 13 ⽇ 

【留学先】パシフィック⼤学 アメリカ 

【内容】 4 技能をバランスよく⾝につけ、ボ

ランティア活動や⽂化交流イベントを通して多

くの経験と知識を得ることを⽬的としていま

す。 

 

パシフィック大学について 

パシフィック⼤学は、オレゴン州フォレスト

グローブに位置し、1849 年に設⽴され 3589 ⼈

の学⽣が在籍している私⽴⼤学です。 

芸術、科学、教育、経済、医療など幅広い学

問を学ぶことができ、特に検眼の分野は⾮常に

有名な⼤学であり、⼤学校内に病院が建設され

ていて学⽣も無料で受診することが出来ます。 

 
 

授業 

⽉・⽔・⾦は 9:30〜11:20 まで Reading & 

Writing の授業で、13:00〜14:50 まで Speaking 

& Listening があり、⽕・⽊は 9:30〜12:20 ま

で Grammar の授業がありました。 

Reading & Writing の授業では、ゲームを交え

ながら楽しく単語⼒を伸ばし、最終課題として

エッセイを書きました。Speaking & Listening

ではアメリカのスポーツ⽂化の⼀つでもある

Super Bowl を題材に授業を⾏いました。ま

た、現地の⼈にインタビューをする課題も出さ

れ、積極的に⾏動する⼒が⾝についたのではな

いかと感じます。Grammar の授業では名古屋

外語⼤学の⽇本⼈⻑期留学⽣と合同で授業を受

けました。授業中はお互いに刺激し合いなが

ら、休⽇は留学⽣同⼠ともに過ごし楽しい時間

を過ごしました。 

課題は Moodle というアプリを利⽤し、ネッ

ト上で提出を⾏いました。インタビュー課題や

例⽂作成や⼩テストなどといったものがあり、

ワークのように⼀筋縄でいくものではありませ

んでした。 

授業は 10〜17 ⼈の少⼈数で⾏われ、先⽣もし

くは学⽣同⼠の対話形式で授業が進められ、積

極的に⾃分の意⾒を話しやすい雰囲気でした。 

 
Speaking & Listening の Jess 先⽣と 
 

バディとの交流 

今年のプログラムにはバディが 1 から 2 ⼈い

ました。学年や専攻は様々であっても、ほとん

どの⽅が⽇本へ興味を持ってくれていて、滞在

期間中のサポートをたくさんしていただきまし

た。ドライブに連れて⾏ってくれたり、バディ

の寮で料理をしたり、アニメを⾒たりと、バデ



ィのおかげで充実した留学⽣活を楽しむことが

できました。 

私たちの滞在に関わってくれたのはバディだ

けでなく、Japan Clubの学⽣やその他のクラブ

活動の学⽣とも交流をして、多くの関係を築く

ことができました。 

 

ボランティア 

今年のプログラムにはバディが 1 から 2 ⼈い

ました。学年や専攻は様々であっても、ほとん

どの⽅が⽇本へ興味を持ってくれていて、滞在

期間中のサポートをたくさんしていただきまし

た。ドライブに連れて⾏ってくれたり、バディ

の寮で料理をしたり、アニメを⾒たりと、バデ

ィのおかげで充実した留学⽣活を楽しむことが

できました。 

私たちの滞在に関わってくれたのはバディだ

けでなく、Japan Clubの学⽣やその他のクラブ

活動の学⽣とも交流をして、多くの関係を築く

ことができました。 

 
⼤学周辺での清掃活動 
 

 

●ホテル 

今回の SUSAPでは寮ではなく⼤学近くのホ

テルに滞在させていただきました。マクメナミ

ンズ・グランドロッジというホテルに 25 ⽇

間、お世話になりました。過去にはフリー・メ

イソンという秘密結社の集会場所であったそう

です。現地の先⽣も⽇本⼈学⽣にこのホテルを

お勧めできることが嬉しいと仰っており、現地

でも有名なホテルだそうです。また、私たちの

滞在期間中に 101周年記念のイベントが開催さ

れており、お客様も多かったですしホテルの廊

下に飾られている絵画を閲覧する⼈や絵画とと

もに写真を撮影する⼈も多く⾒受けられまし

た。私たちも建物内の壁に描かれている⽂章や

絵から、フリー・メイソンについて調べたりす

るなど、ホテル内でも有意義な時間を過ごすこ

とができました。 

 

ホテルの外壁にあるフリーメイソンの印 



 
ホテルの 3階 
 

●市場・物価 

 オレゴン州は税⾦がかかりません。円安の影

響もあり、何を購⼊するにも価格が⾼い傾向が

ありました。滞在先のホテル近くにスーパーや 

$ 1.0 ショップがあり、洗濯洗剤や紙コップ、

紙⽫などはそこで揃えることが出来ました。ま

た、ホテルの近くには飲⾷店もあったため利⽤

する機会が度々ありましたが、価格が⾼いため

スーパーで購⼊する⽅が⽐較的出費を抑えられ

ました。 

 
烏⿓茶 2L $ 7.99 

●交通手段 

交通⼿段は主にバスや路⾯電⾞を利⽤しまし

た。どちらもHOPS という交通系 ICカードを

利⽤することができ、1 ⽇に２回利⽤すると、

それ以降の乗⾞には料⾦がかからず乗り放題の

ような形式でした。私たちの中には乗降⾞場所

を間違える学⽣も少なからずおり、このシステ

ムで費⽤を安く抑えられた学⽣もいたようで

す。また、バディの⾞に乗らせてもらう場⾯も

あり⽇本とアメリカの制限速度の差に驚くこと

も少々⾒受けられました。 

 
夜のバスの中 
 

●食事 

朝⾷は各々がスーパーや前⽇の夜に飲⾷店で購

⼊したりテイクアウトした商品を⾷べたりしま

した。昼⾷は⼤学近くの飲⾷店へ⾜を運んだ

り、⼤学内のカフェテリアで現地の学⽣と⼀緒

に⾷べるなどしてアメリカでの⾷事を楽しむ機

会が多くありました。⼣⾷お昼⾷と同様でした



が、昼⾷よりも⼣⾷の⽅がレストランやファス

トフード店に⾏く回数が多かったように思いま

す。学⽣によっては、バディの⽅にお店に連れ

て⾏ってもらったり、寮でバディがふるまって

くれた料理を⾷べたりした学⽣もいたようで

す。 

 
学校近くのタコス料理店 Tacoria Corona 
 

まとめ 

以上にあるように今回の研修に参加した学⽣は

積極的に現地の学⽣に声を掛けるように努めて

いたように思います。バディだけではなく留学

先の⼤学が開催しているイベントに⾃ら⾜を運

び、多くの学⽣と交流することで⼿助けをして

くれる⼈が増えるだけではなく、アメリカの⾔

語や⽂化についても学べる機会が増えると思う

ので勇気を出してたくさんの⼈に声を掛けてほ

しいです。また、アメリカに留学している⽇本

⼈の⽅とも仲良くなるとわからないことや、ア

ドバイスをしてくれるので⽇本⼈学⽣に話しか

けるのも良いのではないかと思います。海外留

学を経験するからには是⾮、⽇本ではできない

ような経験ができるよう⾏動をすることが⼤切

だと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「実際に行くことで得られる本当の価値」 

教育学部 中等教育主免専攻英語科 4 年 

井野口陽一  

 

 本稿では、3 週間の現地での経験を通して得

られたこと、団⻑として⾒た今回の研修、⻑期

留学の練習として参加した今回の研修での成果

について述べていきたい。  

  まずは 3 週間の現地での経験を通して得られ

たことについて述べていきたい。私⾃⾝が海外

に出るのが初めてなのもあり、現地の⼈とコミ

ュニケーションが取れるのか、授業についてい

くことができるのか、現地の⽣活や⾷事に馴染

めるのかといった不安と緊張でいっぱいでした。

しかし、実際に現地の⼈と関わって、私が⾔い

たいことを思い浮かべることができなくても、

待ってくれたり、⾔いたいことを汲み取ったり

してくれました。ランゲージバディともポート

ランドに出かけたり、⼀緒にジェラートやタコ

スを⾷べたりして交流を深めることができまし

た。バディとの会話の中で、アメリカでも⽥舎

と都会では⼈が違うことや、彼らアメリカ英語

話者にとってイギリス英語は⽅⾔として捉えて

いるということも学ぶことができました。バデ

ィや現地の学⽣はとても親切で、ジェラートや

コーヒーなどを私たちのためにお⾦を出してく

ださって、授業の内容でところがあったら聞い

てねとこちらのことに気を遣ってくださり、彼

らと貴重な思い出を作ることができました。こ

れを受けて、私はオンライン上ではなく、実際

に国境を超えて様々な⼈たちと接することの偉

⼤さに気づくことができました。  

 今回は団⻑を務めさせていただき、そこでも

様々な教訓を得ることができました。現地での

役割としては、アクシデントが起こった時の対

応窓⼝、先⽣からの連絡事項を受け取り全体に

伝達するといったことがありました。団⻑を務

めたことで、私⾃⾝の⼈として成⻑にも繋がり

ました。これは私が⽬指す教員にも当てはまる

ことですが、有事の際には団⻑だからと⾔って、

1 ⼈で対応するのではなく、チームで対応する

ということです。例えば、バスが遅れて予定に

間に合わないという時には、副部⻑や部員とと

もに、対応について共有し、分担して実⾏する

といったことや、国際課の職員の⽅や JI デスク

の⽅とオンライン会議で現在の状況と今後の対

応について情報共有をしなければならない場⾯

があり、その時にも副団⻑、部員にも話を聞い

てもらい、今後の対応について⼀緒に協議する

など、迅速かつ適切な判断をするために、チー

ムで動くことの⼤切さについて学ぶことができ

ました。しかしながら、改善点もあり、それは周

りに気を遣う、⽬を向けることです。これがで

きることによって、周りからの信頼が得られ、

協調性を持ちながらプロジェクトを進めること

ができるので、今後改善していきたい。  

私は令和５年７⽉からのオーストラリアへの

交換留学が内定しており、今回の研修では⻑期

留学に向けた、予⾏練習として本プログラムに

参加しました。短期と⻑期留学で異なる点とし

ては、私が⻑期留学に向かう時には、今回のよ

うにランゲージバディはいませんし、知ってい

る⽇本⼈同⼠で固まって⾏動するのではなく、

⾃分⾃⾝で⽣活を⽴ち上げたり、困っているこ

とがあれば、英語で意思表⽰をしたりするなど、



⾃分で⾃分のことを成し遂げなければなりませ

ん。⻑期留学の教訓を得るために、私は⽇本⼈

同⼠で⾏動することを避け、できるだけ困って

いる時に現地の⽅に尋ねたり、交流の場⾯でも

現地の学⽣や⽅々と接したりすることで、⽇本

語が通じない場⾯において、いかに英語で伝え

るといった体系的なスキルを⾝につけていきた

いと思っていました。何より私は、限られた時

間の中でいかに⾃分のものにするかが⼤切だと

思い、⾃らで積極的に⾏動していきました。例

えば、現地での交友関係を広げていくことを想

定し、⽕曜・⽊曜⽇に開かれるスペイン語クラ

ブやミュージカルイベントに参加して、イベン

ト終了後も現地の学⽣に話しかけることで、現

地の学⽣との交友関係を広げていきました。写

真１はスペイン語クラブで仲良くなった現地の

学⽣、その友⼈とカフェテリアで昼⾷をとって

いる様⼦です。写真２はミュージカルイベント

で仲良くなった学⽣との写真です。  

最後に、⻑期留学に向けてこの短期留学での

学びをつなげていきたいことについて述べてい

きたいと思います。最も後悔していることとし

ては、学内での積極的な交流はできたものの、

ランゲージバディや現地の学⽣と予定を⽴てて

家に訪問したりどこかに遊びにいったりするこ

とがあまりできませんでした。 

写真３についても、バディからの誘いがあっ

てできたもので、現地の学⽣と⾷事やどこかに

⾏ったりするために、誘ったりするなど、学外

の場⾯でも⾃分から積極的に働きかけ、交流を

深めていくことが今の私の課題だと思っていま

す。次に情報収集です。パシフィック⼤学には

学外でも Snow Tubing やボーリングといった現

地の学⽣との交流を深め、さらに現地でしか楽

しめない様々なイベントがあります。このイベ

ントの情報を得るためには、図書館にある掲⽰

板やパシフィック⼤学のホームページ上の

Outdoor Pursuits のタブから情報を得ることが

できます。また、予約が必要なアクティビティ

もありますので、現地での⽣活をもっと価値あ

るものにするためには、こういった情報収集が

⼤切であると感じました。また、情報源はこれ

だけでなく、現地の学⽣に⾃分がこういうこと

をしたいと意思表⽰をしたり、尋ねたりするこ

とで、情報を得ることができます。私たちの仲

間の話を聞いて初めてイベントについて知った

ものも多く、「私も参加してみかった…」と後悔

したことが多々ありました。そこで、現地の学

⽣とのつながりや前述した通り、学外でもラン

ゲージバディや学⽣に積極的に働きかけること

が⼤切だと思いました。また、これらイベント

に⼀⼈で参加するのもいいですが、現地の学⽣

を誘って、⼀緒にイベントに参加することで、

彼らと仲も深まりますし、英語によるコミュニ

ケーションの機会も確保されます。よって私は、

今回の研修の中で⽣かしていきたいことは、学

内での交流はもちろん、学外の場⾯においても

ご飯に誘ったり、イベントに参加したりするな

ど現地の学⽣に積極的に働きかけることが異⽂

化理解や価値のある体験をするためにとても重

要ではないこと考えています。⽣活⾯について

は、私⾃⾝の感覚で、現地の⽣活に慣れるため

には、概ね 1 週間はかかりました。ですので、

⻑期留学において授業開始⽇の直前に向かうの

ではなく、1 週間前に向かって、⽣活を⽴ち上

げ、確⽴してから学校⽣活を迎えるのが、⼤学



の勉強に打ち込むことができ、私にとっても負

担が少ないだろうと感じました。この期間を使

って情報収集にも徹することができ、⻑期留学

に向けて教訓を得ることができました。これが

タイトルにもあるように、実際に現地で⽣活す

ることにより、実体験から重要な価値が⽣まれ

るので、この 3 週間の研修は私にとって重要な

機会となりました。  

 
(写真 1) スペイン語クラブで仲良くなった学⽣ 

 
(写真 2) ミュージカルイベントでの学⽣と 

 

(写真 3) 最終⽇のバディとの⾷事 
 

「日米の大学の違い」 

農学部 生物資源科学科 3 年  

大島弥澄  

  

私は今回のプログラムを通して、アメリカと

⽇本の⼤学の違いについて聞いてみたいと考え

ていた。例えば、授業形態や実習⽅法、就職活動

などの「⼤学の違い」、⼤学に対する考え⽅など

の「学⽣の違い」についてさまざまな意⾒を聞

いてみたかった。私⾃⾝、帰国後の春からは 4 年

⽣になることから就職活動や院への進学につい

て考えており、⽇⽶の違いを知り幅広い視野を

持つことで今後の学⽣⽣活のヒントになればと

思った。留学に⾏く前までの私のアメリカの⼤

学のイメージは、⽇本の学⽣と同じように授業

を受け、⻑期休みには旅⾏を楽しみ、3 年⽣から

就職活動を意識し始めると考えていた。また⽇

本と異なる点は⼊学よりも卒業が難しいことく

らいだと思っていた。しかし、実際にアメリカ

の学⽣に⼤学の 4 年間の過ごし⽅について聞い

て、⽇本とは多くのことが異なると感じた。今

回ここでは「授業形態」と「インターンシップを

含む就職活動」の 2 つについて述べたい。 

まず授業形態に関してだが、⽇本の場合 1 学

期に 10 科⽬以上取ることが⼀般的だが、パシフ

ィック⼤学の場合は 3〜5 科⽬しか取らず、週に

2 回同じ科⽬の授業が⾏われたりすることもあ

る。また 1 コマの授業時間も 2 時間もしくは 3

時間と⻑く、1 科⽬を集中して受講することで

専⾨性に特化していることが⾔える。実際に私

も現地で解剖学や⾹科学の実習授業を⾒学させ

ていただいてそのことを感じた。解剖学に関し

ては座学と実習が同学期に開講され、知識をつ

けたらすぐに実践ができるように授業が⾏われ



ていた。また実際に動物の死体を⽤いたり、3D

映像を⽤いたりと、時と場合に応じた学習の仕

組みが成り⽴っていた。実験材料や器具も 2 ⼈

以下で使うことが多く、⽣徒が積極的に授業に

参加しているように感じた。 

次に「インターンシップを含む就職活動」に

ついて話したいと思う。就職活動において企業

が学⽣に求めるものは、学⼒と経験の⼆つが主

である。⽇本の場合、他⼈より優れた経験、例え

ば留学やインターンシップ、ボランティア活動

などを⾏っていればプラスαのものとして捉え

られることが多く、⼤学名や複数回の⾯接等が

重要視されることが多い。しかしアメリカの場

合、学⼒よりも経験のほうが重要視されている。

⾯接は 1 回だけ⾏われることが多く、3 回以上

⾯接がある企業は滅多に⾒かけないそうだ。⾯

接では主にこれまでに⾏った経験について話し、

インターンシップやボランティア活動について

深く聞かれる。⽇本には SPI という基礎学⼒テ

ストが⾏われることを話すと、⼩中⾼⼤という

教育課程を卒業している証明があるのにどうし

てそのようなテストがあるのかわからないと⾔

われた。様々なことを話すうちに、アメリカで

は⼈と同じことをやっているだけでは意味がな

く、⾃分の特徴や個性をいかに表現することが

重要だと感じた。パシフィック⼤学の学⽣は 1

年⽣からインターンシップに参加する⼈がほと

んどであることを聞いて、なぜそんなにもイン

ターンシップが充実しているのか疑問に感じた。

すると滞在期間中のある昼休みにカフェテリア

に複数のブースが設置してあり、企業担当の⽅

や⼤学の教授がいて⻑期休暇でのインターンシ

ップ案内を⾏なっていた。かなり⼤規模に⾏わ

れていて、ブースには学⽣から話を聞きに⾏く

のではなく、担当者が積極的に話しかけてくれ、

そこで申し込みや連絡先交換を⾏う。⼤学内で

インターンシップ紹介を⾏なっていることにも

驚いたが、もう⼀つ驚いたことがある。それは

ほとんどのインターンシップに給料が出ること

だ。そのため⻑期休暇のほとんどを学⽣はイン

ターンシップに時間を費やしている。また教授

のもとでのインターンシップは住み込みで⾏う

こともある。このようにアメリカのインターン

シップは参加しやすいような環境が充実してい

ると感じた。 

今回紹介した 2 つの⽇⽶の⼤学の違いは⼀部

だが、現地学⽣と様々なことを話すうちに⼤学

に対する考え⽅が少し異なる気がした。アメリ

カの学⽣が⼤学に⼊学した理由は、学びたい事

があり明確な将来性を設定している学⽣がほと

んどだということだ。私が⼤学⼊学した当初の、

在学中に将来設計ができたらいいなという考え

とは全く異なるものだった。パシフィック⼤学

は専攻が細かく分かれており、1 年次から専⾨

性の⾼い授業を受講する。しかし⽇本の場合 1,2

年⽣は教養や学部基礎科⽬を、受講し、3 年⽣か

ら研究室やゼミへ配属される。早くから専⾨性

の⾼い授業を受け始めるという環境だからこそ、

早くから⽬標設定を⾏わなければならないとい

う環境に繋がっているのだと感じた。今回ここ

で述べた違いは⼈さまざまなのだが、⼤学とは

⼩中⾼校教育の延⻑ではなく、⾃らしたいこと

の⽬標のための教育機関なのであると認識する

ことができた。 



 
Snow Tubing に⾏った時の様⼦ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「結びついた私とアメリカ」 

教育学部 初等教育主免専攻英語科 2 年 

池田航一  

 

 「⻑期留学への⾜掛かり」、「アメリカを知

る」、「アメリカの教育を知る」というこの三つ

が、私が今回 SUSAP 研修に参加した⽬的でし

た。25 ⽇間を通して、アメリカの⼤学で学⽣と

して⽣活することにも慣れ、ライフスタイルに

も適応できていた実感がありました。また、毎

⽇がカルチャーショックの連続で、⽇本にあっ

てアメリカにない物、またその逆も数多く⾒つ

けることができ、他国を知り、⾃国を知るとい

う異⽂化理解の本質も垣間⾒ることができたよ

うな気がしています。しかし、今回参加するに

あたって、本来の旅程ではボランティア活動に

教育施設への訪問が含まれていましたが、実際

の旅程には含まれておらず、アメリカの教育を

知るという⽬標は半ばあきらめていました。  

 そんな研修も残すところあと 1 週間を切った

ある⽇の⼤学で、今回の研修を現地でサポート

してくれていた Jeff さんという⽅とカフェテリ

アで⼆時間ほどお話させていただいた時間があ

りました。彼は両親が⽇本⼈で⽇本語がネイテ

ィブながら、ほとんどをアメリカで過ごしてい

るバイリンガルの⽅で、⽇本でも⽣活していた

経験があり、私は彼に対して⽂字通り⽇本⼈で

ありながらアメリカ⼈という印象を受けまし

た。  

 そのような異⽂化理解のお⼿本のような⽅と、

⽇本とアメリカの違いについてたくさんお話さ

せていただいたのですが、その中で Jeff さんに

「なぜアメリカは⾃由の国と呼ばれるのか知っ



ている？」と質問され、私の知識では、「⼈種の

サラダボウル」と呼ばれるほど多⼈種多⽂化が

⼊り混じる国であるため、多様な価値観が存在

し、⾃分の⽣きたいように⽣きることができる

からだと思い、そのように答えました。しかし、

本当の答えは「アメリカ⼈⼀⼈⼀⼈が⾃由を⼿

にし、⾃由を求めて⽣きているから」だと⾔わ

れたとき、最初はとんちか何かかと思いました

が、あとから理由を聞いて⾮常に驚きました。

国家が政策で国⺠をコントロールしようとする

のに対し、アメリカ⼈は特に嫌悪を感じ、その

コントロールから逃れ、いかに⾃由に、⾃分ら

しく⽣きることができるかという考えのもと⽣

きているのだそうです。それを聞いて、なぜア

メリカ⼈は政治にあれだけ関⼼があるのかとい

う疑問に納得がいきました。また、歴史から紐

解いても、イギリスに勝利し独⽴して始まった

アメリカ合衆国には、⾃由を勝ち取ったという

国⺠意識が存在していることが関係していると

⾔えるでしょう。  

そして、その⾃由を求める国⺠意識が⼀体ど

こで芽⽣えるかと⾔うと、「教育」だと Jeff さ

んは教えてくれました。アメリカの⼩中学校で

は、アメリカの政治の仕組みを教えるのと同時

に、「あなたが⼤統領になったらどのような国

にしたいですか？」や「あなたならどのような

法律を作りますか？」など、当事者意識を持た

せる教育がアメリカでは当たり前のように⾏わ

れているようです。平和ボケし、政治に関⼼を

持たない⼈々であふれてしまっている⽇本にと

って、⾃分なら⺟国をこうしたいと考えさせる

ことは、今まさに⽇本に求められているものな

のではないでしょうか。私はそう感じ、アメリ

カの教育に⾮常に興味がわきました。アメリカ

の教育から、アメリカという国が⾒えてきて、

⽇本と⽐べた時に⽇本の教育の問題点に気付き、

⽇本という国をよくするための教育を考える、

ということが私のやりたいことだと気づき、私

の教育に対するモチベーションにもつながって

いきました。  

そして、これは私がアメリカに⻑期留学した

いと思う動機になったことは間違いありません。

私は在学中の⻑期留学を計画していますが、⾃

分の英語⼒を伸ばすため、とりあえず英語圏へ

の留学をしようと考えていました。しかし、具

体的な国を決められずにいました。ですが、今

回の研修でアメリカの教育に興味が湧き、アメ

リカへ留学をしたい、留学でアメリカの教育を

学びたいと思うようになりました。これは本当

の意味で⻑期留学への⾜掛かりとすることがで

きたと思っています。  

余談ですが、アメリカの「⾃由」は必ずしも良

い⽅向にばかり進ませるものではないことも考

えられます。例えば、アメリカにとって切って

も切り離せないものは「銃社会」です。アメリカ

で銃規制が進まない理由は、アメリカ⼈にとっ

てそれが「銃をもって⾃衛する『⾃由』への否

定」だからというのも少なからずあるでしょう。

これは⼀例に過ぎないですが、ここで私が重要

だと考えることは、良い⾯ばかりを学ぶのでは

なく、悪い⾯も含めて「知るということ」だと思

います。アメリカの教育に関してもきっと⼀⻑

⼀短で、⽇本の⽅が優れている点もあるはずで

す。そこは盲⽬的にならず、全体を⾒通した学

びを意識して今後も興味に邁進したいと考えて

います。  



まとめになりますが、留学というのは⾃分の

殻から⾶び出すという⾏為であり、とても刺激

的な経験です。きっと何かを得て帰ってこられ

る、そんな体験であると私は確信しています。

私は今回、⻑期留学がより鮮明なものになり、

具体的にはまたパシフィック⼤学に戻りたいと

感じました。アメリカ・パシフィック⼤学で教

育を学びたいと思うことができたのは、⾔うな

れば偶然の経験ですが、それでも今回 SUSAPに

参加したからにほかなりません。参加してよか

ったと⼼から思っています。そして、この経験

をしっかりと⻑期留学につなげていきたいで

す。  

 
Japanese Garden で Buddyとの写真 
 

 
 

 

 

 

 

 

「気づいたこと」 

農学部 食資源環境科学科 2 年  

岩間成吾  

 

 私は他とは違います。⾃分の思うように⽣き

たい⼈間です。 

⽇々の⽣活の中で多くの⼈は当たり前に⾃分の

頭の中で⾃分⾃⾝が主⼈公であるように⽣きま

す。それはごくまれな事を除き、当たり前なこ

とであり同時に⼈として⽣まれて初めて持つ役

割だと思います。私もその役割に従い、⾃分を

⾃然に第⼀に考え、この 20 年間⽣きてきたと

思います。では、はたして私は⾃⼰中⼼的な⼈

間であるのか。また⾃⼰中⼼的な⼈とはどのよ

うな⼈か。この疑問の答えを私は知りたいで

す。 

 そこで周りの友達に私は⾃⼰中⼼的な⼈間で

あるかという質問をすると、「あなたは気を使

えるし、周りが⾒えているから⾃⼰中⼼的な⼈

ではない」と答えてくれます。しかし、私が知

りたい答えはそれではありません。もっと⼈と

しての本質的な答えです。その答えに私が少し

でも近づくためには、絶対的に新たな発⾒や違

う物事の⾒⽅に気づくことが必要だと思いま

す。では、どうしたらその発⾒や考え⽅に気づ

くことができるかを考えた結果、私が思いつい

たのはまず海外に⾏くという事でした。なぜな

ら海外に⾏くことで⽇本では感じることの出来

ない⽂化、宗教観、⼈間性などを感じることが

出来ると思ったからです。そのため私は早く⽇

本という国を出て他の国に⾏ってみたいという

気持ちが年々強くなっていました。そこで今回

のパシフィック⼤学の留学プログラムに参加し

ました。 



 アメリカに⾏ってまず始めに確かめたかった

ことは国籍が違うとしても、⼈は変わらない、

どの国にも良⼈も悪⼈も存在するという事で

す。私は、この研修に参加するまで海外に⾏っ

たことがありませんでした。そのため異なる

国、⽂化で育った⼈はどのような⼈であるかと

いう事に興味を持ちながら、多少の怖さを感じ

ていました。しかし実際は、私達⽇本⼈のよう

に仕事や勉学、スポーツに励み、時には冗談を

⾔い笑い合い、⼈としての核は何ら変わりませ

んでした。この事は普通に考えれば分かること

ですがしっかりと⾃分の肌で感じることが⼤事

だと思っていました。 

 ですが、アメリカ⼈と⽇本⼈の間に相対的に

⼈間性の違いがありました。私が考える違いと

は失礼の基準、他⼈へのリスペクトの強さ、他

⼈のプライベートに関与しすぎないという所で

す。なぜそのような違いを感じたのか。その答

えはアメリカ⼈とのコミュニケーションやアメ

リカ⼈と共に過ごした時間の中にあると感じま

した。私が思うに多くのアメリカ⼈は⾃分の思

っていることをしっかりと相⼿に伝え、⾏動し

ています。これはいわゆる積極性というものだ

と思います。これはアメリカでの授業の中でも

⾒られ、授業中に⾃分の意⾒を発⾔し、⾃分が

分からないこと質問するということはアメリカ

では当たり前のことでした。ですが⽇本⼈の多

くは周りの事を考えて遠慮し、間違えたら恥ず

かしいという気持ちを持っているため積極的に

発⾔や質問をしない⼈が多く居ると思います。

なぜこのような積極性の違いがアメリカ⼈と⽇

本⼈にあるのか。私が思うにアメリカ⼈は真⾯

⽬に物事を取り組む⼈へのリスペクトが強い、

いわゆる他者へのリスペクトが強いと思いま

す。そのためアメリカ⼈の積極性が強い理由と

して⽇本よりも他者に対してのリスペクトが強

いという⼈間性の違いが⽇本とアメリカの積極

性の違いを⽣み出しているのではないかと思い

ました。また私が留学中でのアメリカ⼈とのコ

ミュニケーションを⾏う時、彼らは Yes か No

かをはっきりと⾔い、⾃分の思っていることを

しっかりと伝えてきました。つまり彼らは⾃⼰

主張をしっかりしているのだと思いました。し

かし彼らは他者の意⾒を否定せず、他者のプラ

イベートに邪魔することなく、お互いに認め合

っていました。このことは私が思うアメリカ⼈

が他者へのリスペクトを強く感じたもう⼀つの

理由です。 

 また、私は現地の学⽣に⾔われてとても⼼に

残っていることがあります。それは⽇本⼈の留

学⽣は個性の違いが分かりにくいため覚えにく

い、⼈としての個性がないとその⼈がどのよう

な⼈か分からず関わるのが怖いと⾔われたこと

です。このことを⾔われた時、私は確かにその

通りだと強く思いました。⽇本に居た時にはこ

のような考えは持っていなかったので私にとっ

てこのことはとても衝撃的でした。そのような

ことを⾔われた理由としてアメリカと⽇本の社

会の仕組みの違いが関係していると思います。

なぜならアメリカでは競争⼒が激しく⾃分の個

性をいかに出せるかが鍵になっており、個性を

出せないと埋もれてしまい、出世や成功を掴み

取ることができないという社会の構造があるか

らです。しかし⽇本では多くの場合が真⾯⽬に

コツコツと仕事や勉強をみんなと同じように⾏

い、集団⾏動が求められる社会です。⽇本では



⼩学校や中学校などで集団⾏動の授業がありま

す。しかしアメリカではその現地の学⽣による

と集団⾏動という授業がないと⾔っていまし

た。集団⾏動ができるということは⽇本⼈の良

さであるということは私も理解しています。し

かしグローバルな現代社会において、⾃分の個

性をしっかりと持つことで周りの集団から⼀歩

前にでて世界で活躍できる⼈間になることが出

来るということを強く思いました。 

 ⽇本で⾃⼰中⼼的な⼈と呼ばれる⼈は⼀般的

に⾃分の個性が強く、集団⾏動から外れて⾃分

の思うように⾏動する⼈です。⼀⽅でアメリカ

⼈は⾃分の個性を持ち、基本単独⾏動します。

しかし、私はアメリカ⼈を⾃⼰中⼼的な⼈間と

は思いませんでした。なぜなら⾏動⼀つ⼀つに

強いリスペクトを感じたからです。ここで私が

求めていた⾃分が⾃⼰中⼼的な⼈間であるか、

また⾃⼰中⼼的な⼈とはどのような⼈かという

問いについて私なりの答えが出ました。それは

先ほどのような⾏動をする⼈が⾃⼰中⼼的な⼈

間ではなく他者へのリスペクトを持たずに⾏動

する⼈が⾃⼰中⼼的な⼈間であるということで

す。今まで私は他者へのリスペクトが⾜りてい

なかったため⾃⼰中⼼的な⼈間であったなと感

じました。そのためこれからは他者へのリスペ

クトを常に忘れず⾃分の個性をしっかり出しな

がら⽣きていこうと思いました。また今回、ア

メリカに⾏ったことで気づいたこの発⾒は将来

私⾃⾝をより成⻑させてくれると私は思いま

す。だから今回留学に⾏けたことに感謝しつつ

また機会があれば留学したいと思いました。 

 
現地の友達の集合写真 
  



「留学なんて自分には関係ない、と思っている

人にこそ SUSAP を推したい」  

経済学部 経営学科 2 年  

大見謝恒秀   

  

前半に SUSAP に参加するメリットを、後半

に現地での経験を踏まえての注意点やアドバイ

スを記します。  

まず、参加するかどうか迷っている⼈向けに

SUSAPのメリットを挙げます。そもそも私は⼤

学⼊学前からやりたいことがあったため、留学

はほとんど考えていませんでした。しかしそん

な私が結果として SUSAP に参加して、ここに

⽂章を書く事になりました。そのため私のよう

に参加するかどうか迷っている、あまり留学に

は興味がないという⼈向けにメリットを伝えま

す。メリットは⼤きく 3 つあります。  

1 つ⽬は⼈⽣の選択肢が増え、⽬の前の出来

事が⼤きな⽬で⾒られるようになることです。

私は⽇本で⽣まれ育ち、⼀⽣⽇本で暮らしてい

くものだと思っていました。しかし今回実際に

アメリカで約 3 週間⽣活をして、海外もアリだ

と感じました。海外で暮らしたり仕事をしたり

することが特別なことではないと分かり、⼈⽣

の選択肢として考えられるようになったのは、

⼀⽣⽇本にいては得られない⼤きな収穫だった

と思います。また帰国して感じたのは、今まで

なんとなく⼤変だなと思っていたことが、とて

も些細な事に感じられるようになったことです。

⾃分の悩みやニュースの出来事も、まるで部屋

の中に迷い込んだ⼀匹の蟻レベルに感じられる

ほど⼤きな⽬で物事を⾒られるようになったの

は、良い変化でした。  

2 つ⽬は、美味しいものが沢⼭⾷べられるこ

とです。良くも悪くもこの短期留学という⻑す

ぎず短すぎない期間が、勉強と観光と⽇常⽣活

をバランスよくお試し経験するのにかなり適し

ています。⾊んなところに⾏ったり、⾊んな経

験をしたり、⾊んな美味しいものが⾷べられま

す。最初は物価の⾼さに財布を出すのをためら

ってしまいますが、ぜひ⾷べ物は挑戦してくだ

さい。フードトラックのハンバーガーは本当に

おいしかったです。  

3 つ⽬は、英語の勉強する理由を⾒つけられ

ることです。正直⾔って、個⼈的にはテストの

点のための勉強はもううんざりです。加えて、

ネットさえあればいくらでも翻訳ができるこの

時代で、⼀⽣⽇本で⽣きていくならそこまで英

語を勉強する必要性を感じませんでした。だか

らこそ確かめる必要がありました。実際に⽇本

の外で⽣活してみて、⾃分は⼀⽣⽇本でいいの

か、それとも海外でも⽣活してみたいと思うの

かを確認するのです。それを踏まえて⾃分に英

語が必要なのかどうかを⾒極められるのは、ま

たとない絶好の機会です。井の中の蛙のままで

⾃分に英語は必要ないと決めつけるのは、あま

りにも早すぎないでしょうか。  

後半は、注意点やアドバイスを伝えます。こ

ちらも⼤きく 3 つあります。  

1つ⽬は参加の⽬的を具体的にすることです。

抽象的な⽬的は何をやったら⽬的が達成された

かの判断ができないため、現地であれもこれも

しようと焦り、結局⾃分の⾸を締めます。より

⾃分の中で納得感のある⽬的設定をすることが

⼤切だと現地で過ごしていて感じました。  



２つ⽬は体調管理です。今回私は最後の 1 週

間でコロナにかかってしまい、ホテルで療養⽣

活を余儀なくされました。海外でコロナにかか

って病院にまで⾏くという、それはそれで⾯⽩

い経験をしましたが、やはりおすすめはできま

せん。そのため体調⾯のリスクを少しでも⼩さ

くするために、ぜひ持ち物リストの参考にして

頂けたらと思います。個⼈的には、酔い⽌めの

薬、市販のかぜ薬、絆創膏(ケアリーヴ)、体温計、

蒸気マスク(のどぬーるぬれマスク)があれば良

いと思います。⻑時間フライトになるため、⼀

度でも乗り物酔いを経験したことがある⼈は酔

い⽌めがあると安⼼です。春は季節の変わり⽬

なので、体調を崩しやすいです。かぜ薬ももし

もの場合に備えてあると役⽴ちます。また、絆

創膏は怪我したときにも使えるのはもちろん、

就寝時に⼝呼吸をして喉を痛めてしまうのを防

⽌する、⼝閉じテープとしても使えます。ケア

リーヴは吸着⼒抜群でした。また滞在する部屋

に必ずしも加湿器があるとは限りません。タオ

ルを濡らしてもいいですが、部屋で暖房をかけ

るならすぐに乾きます。春休みに渡航するなら

蒸気マスクは⽇数分あって損はないと思います。

他の商品よりものどぬーるぬれマスクの⽅がし

っかり効果を感じられました。正直、体調を崩

すことを想定して持って⾏けばよかったと後悔

しています。  

3 つ⽬に全てを楽しむ気持ちと柔軟な⼼を持

っていくことです。これは冗談抜きで最重要項

⽬です。私たちはグループで参加します。よく

「留学に⾏っても⽇本⼈同⼠で固まるな」的な

ことを聞きますが、それはアメリカ SUSAP で

は⽐較的難しいです。1 ⼈で予定を全て埋めら

れるなら話は変わりますが、予定がない時は他

のメンバーの予定に⼀緒に付いていくというこ

とも多々あります。加えて夜の外出や⾏動は安

全⾯から絶対に 1 ⼈でするなというお約束付き

です。必然的に⽇本⼈同⼠で⾏動する場⾯は多

くなります。また、部屋も 1 ⼈部屋なら良いか

もしれませんが、今回は２⼈部屋でしたし現地

では英語で会話しようと⾏く前に決めましたが、

それもできたのは限られた間だけでした。ハズ

レのご飯に当たることも、バディが忙しくて⼀

緒に活動できないことも、思い描いていた経験

ができずに想定外のことが起きてしまうことも

多々あります。あらゆる⾯においてです。そう

なった時にその状況を受け⼊れ、できれば楽し

み、柔軟に対応できるかどうかが、このプログ

ラムがあなたにとって有意義なものになるかを

左右すると思います。何事も楽しむ気持ちを忘

れないで下さい。  

最後に細かいアドバイスです。100 均でトラ

ベルスリッパを買ってください。ノイズキャン

セリングイヤホンは⽿栓代わりにもなるので、

あると便利です。⾶⾏機の座席のヘッドレスト

は左右が曲げられて頭を固定できるのでネック

ピローは個⼈的には必要なかったです。円安で

も⽇本円で 4 万円分の現⾦を両替して持って⾏

けばもう⼗分で、基本はクレジットカード

(VISAか Master)で⽀払えばOK。両替の際には

10ドル札数枚と残りは全部 1ドル札で両替しま

しょう。洋服は着替え 2 ⽇分＋パジャマ 1着、

下着と靴下は少し多めを推奨。⾐類は多いと着

ないし帰りに荷物が⼊らなくて捨てることにな

ります。洗剤は⼤容量のものを割り勘して現地

調達すると良いです。余ったら現地の学⽣にあ



げましょう。ブラックサンダーやアルフォート

などのファミリーパックのお菓⼦は、⾊んな場

⾯で役に⽴つので多めに持って⾏きましょう。

⽇本⼈メンバー同⼠で英語で会話をするなら、

⽇本語を話してしまった⼈がアイスを奢るとい

った罰ゲームを設定して、ゲーム感覚で⾏う⼯

夫があるとやりやすいです。正直中学英⽂法と

⾼校 1 年⽣レベルの英単語を復習していけば、

現地では⼗分楽しめます。時間がなければ最低

限、その範囲の復習をして渡航することをおす

すめします。難しい単語よりもシンプルで発⾳

よく、聞き取りやすい⼤きさの声で話すことの

ほうがよっぽど⼤事です。  

⻑くなりましたが、現地で経験することの多

くはここでは触れていません。何が待っている

のか、何があるのか、それは現地に⾏った⼈に

しか知りえません。ぜひ楽しんで来てくださ

い。  

 
⼤学近くのタイ料理屋にて  
 
 
 
 
 
 
 
 

アメリカで過ごして得た発見と成果 
教育学部 幼小連携教育コース 1 年 

田崎美羽  

 

私が今回この短期海外研修プログラムに応募

したの、海外へ⾏き、異⽂化を肌で感じる体験

をし、⾃分の視野を広げること、さらに⽬の前

の問題と向き合って解決する⼒や⾃⽴⼼を⾝に

つけたいという思いがあったためである。この

プログラム 25 ⽇間を通して、⽇本にいては絶対

に経験することができなかったであろう様々な

出来事を通して⾊んなスキルを⾝につけること

ができたと思う。このような濃く充実したアメ

リカでの留学⽣活の中で私が印象的だったこと

と実際に現地に⾏ってみて得られた成果がいく

つかある。  

 まず、アメリカでは⼈と⼈との距離感がとて

も近いことであった。⽇本では⾒ず知らずの⼈

に話すことはあまりないが、アメリカのショッ

プでお⼟産を買う際には、店員さんから「どこ

から来たの？」と話しかけられたり、会話の最

後には「楽しんでね！」と⾔ってもらえたり、フ

レンドリーで温かい接し⽅を受け、⽇本のかし

こまった接客との違いを感じた。それに加え、

Speaking の授業で出されたインタビュー課題で

は、知らないパシフィック⼤学⽣に話しかけア

ンケートを取らなければならなかったのだが、

多くの⼈が⽇本について質問をしてくれたり、

服装を褒めてくれたり、他⼈の私であれ積極的

にコミュニケーションを取ってくれた。ドアの

開閉も⾃分からする⼈が多く、その度に「Thank 

you」「Sure」と関わりを持っていて、⼈と⼈と

の距離感が近く気軽に話しかけられるアメリカ

の環境はとても素敵だと感じた。  



 また、アメリカに到着して最初のプログラム

であったバディーとの顔合わせ会で、⾃分の知

っている英語の発⾳やスピードと実際のネイテ

ィブの英語には⼤きな差異があり衝撃を受けた

ことが忘れられない。最初はバディーが何を話

しているのか、なぜ笑っているのかさえ理解で

きず、その場に合わせて笑うことしかできなか

った。買い物の際にも、当然すべて英語で話さ

なければならないため、⾃分の英語の発⾳だけ

ではうまく伝わらないことも多かった。このよ

うに⾃分のリスニング⼒と発⾳にとてもショッ

クを受け悔しかったが、だんだんとバディーや

周囲のアメリカ⼈が何を⾔っているのか少しず

つ理解できるようになった。理解できるように

なったからこそ、⾃分の考えを伝えたい時や相

⼿の話にリアクションする時に、⾔いたいこと

をうまく英語に変換できなかったり語彙が頭に

出てこなかったりして、もどかしい気持ちも⽣

まれた。しかしその分⾃分の⾔いたいことをう

まく伝えることができ、相⼿が⾃分の英語を理

解してくれた時の喜びと楽しさは⼤きく、嬉し

い気持ちになった。バディーとはアニメ、好き

なアーティスト、ハワイの⽂化などについての

話で盛り上がることが多く、⽇本に帰国してか

らも毎⽇連絡を取っている。アメリカで仲の良

い友達ができたこと、バディーと様々な場所を

訪問できたことは⼀⽣の財産だと思っている。  

 それから、この短期海外研修では Writing＆

Reading・Speaking& Listening・Grammar の 3

クラスの授業に分かれていたのだが、どのクラ

スも授業中にゲームや休憩が挟まれていて、90

分や 180 分の授業が全く退屈にならなかった。

また、英語がうまく話せなくても⾃分のペース

で話せるよう、先⽣が相槌を適度にとってくれ

たり、どんな質問に対しても寛容な姿勢で受け

⽌めてくれたりしたので、⽣徒としても楽しく

学べる授業だった。⽇本の授業の印象としては

堅いイメージだが、アメリカは授業中お菓⼦を

⾷べてもよいとされていて、リラックスした状

態で授業に臨むことでき発⾔しやすい環境とい

うこともあってか、最終的には発表も積極的に

できるようになり、グループワークやインタビ

ュー課題を通して⾃分の英語⼒アップと⾃信に

繋がったと思う。  

 そして、この研修では⽇本の良さにも改めて

気付くことができた。例えば⽇本のデパートの

トイレがいかに清潔なのかということである。

アメリカのトイレに⾏ってみると、ドアを閉め

ても隙間があったり、床にトイレットペーパー

が散らばっていたりして⽇本との違いを実感し

た。他にもアメリカでは夜道が危険であったり、

薬物中毒者が徘徊していたりと、治安に関して

⽇本の⽅がまだ安全な⾯があると⾝をもって気

付かされた。⼀⽅で、アメリカでは⼈間関係が

⽇本ほど希薄でなかったり、⼈と違っていて当

たり前という意識が根付いていたりと、沢⼭の

良さも発⾒することができた。  

 このように⽇本とアメリカそれぞれの⻑所を

知ることができた。それだけではなく、⽂化や

習慣の違いについて、現地だからこそ学ぶこと

も多かった。また、⾃分で物事をなんとかする

⼒や⾏動⼒も⾝につけることができた反⾯、⽣

の英語を⽬の前にし、⾃分の英語⼒の低さにも

気付かされた。この 25 ⽇間で得た学びや発⾒を

⼤事にし、⾃分のスピーキング⼒をさらに磨い



て、もう⼀度海外へ⾏き多様な⼈との関わりを

増やそうと考えている。  

 
アメリカで仲良くなったバディ達と 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「１か月の短期留学を通して」  

経済学部 経営学科 2 年 

寺田愛花   

  

 私がパシフィック⼤学への短期留学を決めた

理由は、⾃分⾃⾝の語学⼒の向上を図ること、

海外の⽣活や⽂化に直接触れたいと気持ちから

留学を決意しました。25 ⽇間の留学を通して

⽇本だけではできない多くの経験をすることが

出来ました。また、⾃分がいかに無知であるか

ということや挑戦することの難しさに気づかさ

れました。今回の留学で特に強く感じたことは

３点あります。  

 まず１点⽬は、⽇本とアメリカのそれぞれに

良い側⾯があるということです。アメリカへ⾏

く前の私のイメージとしては、⽇本は他の国と

⽐べると町が綺麗であり、治安がいいことや親

切な⼈が多いというイメージを強く持っていま

した。間違ってはいませんでしたが⾃分の予想

と異なる部分が所々あるなと感じました。ま

ず、私がアメリカに⾏って最初に感動したこと

は信号機のない歩道で必ずと⾔っていいほど⾞

が停⾞してくれたりバックしてくれたりしたこ

とです。⽇本でも停⾞してくれる⾞はいますが

⼤体は数台が⽬の前を通り過ぎるような気がし

ます。また、”Hi” ”Have a nice day” “How 

about you” など知らない⼈であっても⽇常的

にフレンドリーな対応を取ってくれる⼈が多く

優しい⼈ばかりだと感じる場⾯に遭遇すること

が多かったです。授業の課題として現地の学⽣

にインタビューをする課題が出されたのです

が、誰に声を掛けてもすぐに協⼒してくれます

し、名前を尋ねてくれたり、他に協⼒できるこ

とはないかといってくれたりして優しい⼈が多



いという印象を受けました。ボランティア活動

でゴミ拾いをしている際にも通りすがりや家か

らわざわざ出てきて“Thank you!” と⾔ってく

れるなどお互いに気持ちの良いコミュニケーシ

ョンをとる機会が多かったです。⽇本⼈も親切

な⼈ばかりですが、敬語などの⽇本語表現も関

係しているかもしれませんが、どこか他⼈⾏儀

なところが少し寂しいと感じました。ここまで

アメリカの良い点を挙げてきましたが、⽇本の

良い点だと改めて感じる場⾯もありました。⽇

本⼈は幼いころから⾷べ物や農家さんに感謝し

て⾷事をしなさいという教育を受けてきます

が、現地の学⽣に「いただきます」という⽇本

語はとても素敵だと褒められたこともあり、こ

れからも感謝する気持ちを⼤切にしていきたい

と感じました。  

 次に２点⽬は、相⼿と仲良くなるためには⾃

分で伝える努⼒をすることと伝えるための知識

を持っておく必要があるということです。これ

まで英語を使ってコミュニケーションを取ろう

としたことがない私にとって英語でしか会話が

できないという状況は今までに経験しことのな

い⼤きな壁でした。語学⼒向上を図ることも⽬

的の⼀つとされていたプログラムではありまし

たが、もっと⾃分のスピーキングスキルを⾼め

たり、ボキャブラリーを増やしたりすることが

事前に出来たのではないかと感じました。しか

し、今回の研修で⾃分にどのような学習⽅法が

合っていて、留学するためにどれくらいのボキ

ャブラリーが必要なのかを知ることが出来、今

後の英語学習の糧にしていきたいと思います。

さらに、今回現地の学⽣と会話を重ねることで

特に感じたことは、相⼿の話していることが分

からなくても、相⼿の話している内容を予想し

て返事をすることも⼤切だと感じました。結果

的に間違っていても相⼿は笑うことはないの

で、⼀度話してそれを訂正してもらうことで勉

強になるなと感じました。実際、私はこれをす

ることで失敗することを恐れずに積極的に話せ

るようになりました。  

 最後に 3点⽬は、留学に⾏ったことはこれか

らの将来を考えるうえで重要な分岐点になった

ように思います。将来についてある程度のこと

は決めていましたが、就職後、どんなことを達

成するためにどのように動きたいかが明確では

ありませんでした。しかし、今回の研修を通し

て、就職後に⾃分がどのような⽬標を持って活

動したいか、そのために今⾃分がどのような経

験をすべきかを知ることが出来ました。これは

留学をしなければ気づかなかったことですし、

今後の⾃分の活動も曖昧なままだったのではな

いかと思います。  

 今回の研修は⾃分について知ることが出来、

さらに⾃分を⼤きく成⻑させることが出来たよ

うに思います。これまで、海外を経験したこと

がなかった私にとって海外はどこか他⼈事のよ

うに思っていましたが、この研修でもっと国際

社会に⽬を向けたいように思いましたし、また

留学できる機会があるのなら挑戦してみたいと

思いました。    
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「世界を見るとはどういうことか」 

教育学部 初等教育主免専攻 2 年 

平井さやか  

 今回、このパシフィック⼤学英語コミュニケ

ーションプログラムに参加した理由は、アメリ

カで⽣活することで⾃分の世界を広げたいと考

えたからだ。実際、３週間強アメリカはオレゴ

ン州での⽣活を通して、⽇本にいるだけでは得

ることのできない濃い経験を通して⾃分の視野

を広げることができたと同時に、⽇本とはどの

ような国か、⽇本⼈とはどのような⼈なのかと

いう「⽇本⼈としての⾃分」を明確化すること

もできた。 

 ⼤学では、リーディング・ライティング、ス

ピーキング・リスニング、グラマーの３つの授

業を受けた。これらの授業は⽇本の留学⽣向け

の授業ということもあり少⼈数ではあったが、

⽇本の⼤学と⽐較して教授と学⽣の距離が近い

ことに驚いた。⽇本の⼤学では、教授と距離が

近いということは少⼈数のクラスであればあり

得るかもしれないが、ほとんどの場合、教授は

教授、学⽣は学⽣の⽴場ではっきりと分かれて

おり、連絡も直接ではなく電⼦メールを通して

⾏われることが多い。⼀つの授業で、授業中に

ある学⽣のスマホに友達から電話がかかってき

て、その教授も知っている学⽣であったため、

電話がかかってきた学⽣から「教授も電話に出

たいですか？」というような発⾔があったのだ

が、その状況にとても驚いた。また、単元のま

とめにはクイズサイトを使って楽しく復習する

という活動もあった。このように教授と学⽣の

距離が近く、カジュアルな雰囲気であれば、学

⽣は質問や発⾔がしやすいであろうし、その分



知識の定着や学⼒の向上にも繋がるのではない

かと考えた。私は将来、中学校の英語教師を⽬

指している。学校で英語の授業を⾏う上で、今

回オールイングリッシュで受けた⽂法やリーデ

ィング、スピーキングの授業内容を⼤いに参考

にしたいと感じた。 

 ⼤学⽣活を送る中で、⽇本と違うと感じたこ

とに、寮もある。パシフィック⼤学には、フォ

レストグローブのキャンパス内だけでも６つの

寮があり、学⽣は⼊学して 1 年間は必ず寮で⽣

活しなければいけないという話を聞いた。⽇本

にも同じようなシステムがある⼤学はいくつか

ある。しかし、その寮には、リビングに⼤きい

テレビやソファ、ビリヤード台や卓球台といっ

た娯楽が充実していたことに驚いた。実際私

も、空き時間に現地の学⽣と⼀緒にビリヤード

や卓球をして、仲を深めることができた。各寮

も 1 ⼈部屋から 4 ⼈がシェアする寮まで幅広

く、現地の学⽣とシェアしながら⽣活すること

ができれば、⽇常的な英語⼒も向上するだろう

と感じた。 

 また、仲良くなった現地の学⽣の 1 ⼈にキリ

スト教徒がいたのだが、彼との出会いは私の世

界が広がる⼤きなきっかけとなった。⽇本は無

宗教、あるいは重層信仰の⼈がほとんどであ

り、宗教に疎く、偏⾒さえあるように感じる。

キリスト教徒の彼と話をしたり⽇曜⽇に教会で

礼拝したりすることを通して、⽇常的に神に祈

るということが基本的な⽣活習慣となっている

⼈や涙を流しながらも⾃分の罪を贖おうとして

いる⼈がいるということを知った。当然ではあ

るが、⽣き⽅や価値観は⼈によって⼤きく異な

るということを改めて実感した。同時に、キリ

スト教だけでなく仏教やイスラム教、その他の

宗教について知り、理解しようとしなければ、

本当の意味での多⽂化共⽣社会は実現しないの

だろうとも考えた。 

 オレゴン州にはホームレスの⽅々も多く、バ

スや電⾞、街中でも⾄る所で⽬にする機会が多

かった。私の実感としてだが、⽇本ではホーム

レスの⽅を⾒ると汚い⽬線を送ったり「⾒ては

いけないもの」として考えないようにしたりす

る。しかし、オレゴン州ではバスや電⾞は所得

が低い⽅も利⽤しやすいようになっていたり、

そのような⽅々に向けて様々なボランティア活

動がなされていたりと、⽀援が充実していた。

「⾃分と違う⼈」を⾒て⾒ぬふりをするのでは

なく、援助しようという姿勢で接しようという

態度が⼤事だということをこの経験から学ん

だ。 

 上記以外にも、25 ⽇間のアメリカ⽣活で得

た経験や感じたことは多くある。最初１週間は

「⽇本は清潔だしご飯も美味しいし帰りたい」

という気持ちもあったが、帰国直前には現地で

多くの友達を作ることができた事に加えて、ア

メリカの良さ、パシフィック⼤学の良さを知っ

てもっと滞在したい気持ちでいっぱいだった。

私は、将来、⻑期の海外留学か海外で働くこと

が⼀つのゴールである。今回のプログラムで

は、⾃分の英語⼒の拙さ、いかに現地の⽅々と

積極的に話すことが⼤事かということを学んだ

ため、これからより⼀層英語⼒向上に⼒を⼊れ

ていきたい。そして世界を⾒たことで分かっ

た、⾃分の視野の狭さや⽇本の良さ、幅広い考

え⽅や⼈間性などは、今後の⽣活でより多くの

⼈と関わって⾏く上で⽣かしていきたい。 



 
体育館でのバスケ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アメリカでの留学生活を通して 

経済学部 経営学科 2 年  

福田遥  

 

 私が今回パシフィック⼤学のプログラムに参

加した理由は、スピーキング能⼒を中⼼とした

実⽤的な英語⼒を⾝につけたい、異⽂化交流を

通じて多様な価値観に触れたいと考えたからで

ある。25 ⽇間の留学⽣活を通して多くの⼈と

関わりながら、話したいことを英語で伝えるこ

との難しさや⽂化の違いを肌で感じ、⾃分の視

野を広げることができた。 

 実際にアメリカで⽣活してみて様々な場⾯で

⽇本との違いを感じた。⼀番⼤きく違うと感じ

たのは「会話する機会の多さ」である。留学前

から海外にはコミュニケーション能⼒が⾼い⼈

が多いというイメージを抱いていたが、想像以

上であった。現地の学⽣だけでなく、宿泊した

ホテル、⾷事のために訪れたレストランといっ

た場所でも気さくに話しかけてくれた⼈が多

く、初対⾯の⼈と会話する機会が数多く存在し

た。特に印象的だったのはスーパーで店員が客

にHow are you?と尋ねたり、会計後にHave a 

nice day!と声をかけたりしていたことである。

これは⽇本ではほとんど⾒られない光景で、実

際に店員に話しかけられたときとても新鮮に感

じたと同時に嬉しい気持ちになった。また、ド

アがあるところを通るときは知らない⼈であっ

てもドアを開けてくれて、逆に開けて待ってい

るときは笑顔で Thank you!と⾔ってくれた

り、道路を渡るときにはすぐに⾞が⽌まってく

れて、仮に歩道にはみ出ているときはわざわざ

下がって道を譲ってくれたりという場⾯でも違



いを感じた。この他にも⾐服等の寄付施設の多

さ、ゴミ箱の多さ、⾳楽を聴きながら仕事をす

るといった働き⽅、ほとんどの⼈が⽔筒を持ち

歩くといった環境保全への意識の⾼さなど、現

地に⾏ってみて様々なことに気づくことができ

た。 

 また、英語⼒の向上に関しては積極性と併せ

て成⻑できたと思う。最初は相⼿が⾔っている

ことを理解することに精⼀杯で⾃分が⾔いたい

ことを上⼿く⾔葉に出来なかったり、間違いを

恐れて⾃分から積極的に話しかけることができ

なかったりした。しかし、現地の学⽣との会話

や地域の⼈との交流、レストランでの注⽂やス

ーパーでの買い物など常に英語に囲まれた環境

で⽣活することで、リスニング能⼒・スピーキ

ング能⼒を中⼼に培うことができ、理解⼒や発

信⼒を磨くことができた。現地の授業はペアワ

ークやグループワークが多いだけでなく、プレ

ゼンテーションがあったり、⾃分で動画を撮る

課題があったり、インタビュー課題が出たりし

て英語を話す機会が⾮常に多かった。そのた

め、⾃分の意⾒をきちんと持った上で発信する

⼒が求められ、そのことが実⽤的な英語⼒の向

上にも繋がったと思う。特にインタビュー課題

では複数⼈の回答が必要で、最初はバディや知

っている学⽣に協⼒してもらっていたが、回を

重ねるごとに初対⾯の学⽣にも⾃分から話しか

けるようになり、⾃分の意識が⼤きく変わった

と感じた瞬間であった。もちろん最初は緊張し

たが、話しかけた全ての学⽣が笑顔で親切に対

応してくれ、質問以外にもお互いのことについ

て話したりしながら、多くの⼈と交流すること

ができて達成感を感じた。きっかけは課題であ

ったが、⾃分がどう取り組むかによって⼤きく

変わると改めて感じ、積極的に⾏動することの

重要性や英語を話すことの楽しさにも改めて気

づくことができた。英語⼒が向上したというの

はあくまでも留学前と⽐較してのことであり、

むしろ留学を通して⾃分の能⼒の低さを痛感

し、英語の学習をもっと頑張ろうと思えた。そ

うした意味でも今後の学習に⾮常に⼤きく影響

する機会となった。 

 今回の留学は私にとって初めての海外で毎⽇

がとても刺激的だった。相⼿の⾔っていること

が分からなかったり、英語を上⼿に話せなかっ

たりと上⼿くいくことばかりではなかったが、

異⽂化交流を通じて多様な価値観に触れ、⽇本

から出なければ気づかなかったような⽇本の良

さに気づくことができたり、実際に関わってみ

なければわからないような現地の⼈の優しさを

知ることができ、実際に⾜を運ぶことの重要性

にも気づかされた。また、⽇本⼈同⼠でも英語

を使って会話をしたり、発⾳の練習をしたり

と、英語を学習するにあたってのモチベーショ

ンの向上も図られた。とても充実した時間を過

ごすことができて、本当に参加して良かったと

思う。これまでの⼈⽣で⼀番貴重な経験で、⼈

として成⻑する機会になっただけでなく、これ

からの⾏動を変えるきっかけにもなった。今回

学んだことを⽣かして今後の⽣活を有意義なも

のにしていきたい。 



 
Pie Night で地域の⽅と交流したときの様⼦ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「多文化社会の共存を実感して」 

経済学部 経営学科 2 年  

矢ヶ部千宥  

 

 私が今回のプログラムに参加したのは、在学

中に海外に留学に⾏くという⽬標があったから

です。また、留学中の⽬標としてはアメリカの

多⽂化社会の環境を理解し、異なる⽂化の⼈々

と⽣活することから新しい知識や経験を得たか

ったからです。  

 私は主に多⽂化社会やアメリカで驚いたこと

について書いていこうと思います。アメリカに

着いてまず驚いたことは、パシフィック⼤学に

は様々な国や地域の出⾝の学⽣が集まっていた

ことです。仲良くなった学⽣にはメキシコ・ハ

ワイ・インド出⾝者がいて、バディが中国⼈と

アメリカ⼈のハーフでした。その友達と話すと

それまで⾃分が知らなかった知識や⽂化を学ぶ

ことができました。例えば、ハワイには独⾃の

⾔語があったり独⾃の⾷習慣があったりと、同

じ国にしてもアメリカ本⼟との違いを発⾒する

ことができた。このように、多くの⽂化が共存

できていることの背景には、それを受け⼊れる

⼈々や環境の存在が⼤きいと考えました。キャ

ンパス周りには、⽇本⾷・ハワイアン・中華・

メキシカン料理のレストランが多く⽴地してあ

りました。私のバディにアメリカの多⽂化社会

のことをどう思っているのか質問してみると、

他の⽂化を学ぶことに対してポジティブな考え

を持っていました。様々なカルチャーショック

を体験することでより多くの⼈と簡単につなが

ることができます。また、そのバディはアメリ

カとは異なる⽇本や韓国のように伝統を守り続

けるために、⼀つの⽂化社会しかない国の在り



⽅にも関⼼を持っていました。  

 ⽇常⽣活でも⽇本と異なるところに驚くこと

が多々ありました。⽇本では⽬的地でバスを降

りるときはボタンを押すのが普通ですが、アメ

リカでは⻩⾊い紐を引っ張って降りることを知

らせる仕組みでした。また⽇本では学期が始ま

る前に教科書を購⼊して、授業に持参するのが

⼀般的ですが、アメリカでは購⼊する以外にお

⾦を払って借りるという選択肢もあり、借りる

のに約 30＄（⽇本で 4000円ほど）したことに

も驚きました。⼀番関⼼を持ったのはアメリカ

と⽇本の教育の違いです。⽇本の⾼校では毎⽇

教科ごとに課題が出て、⼤学に⼊る際には共通

テストや⼤学毎の学⼒試験や⾯接、推薦を受け

て⼊学するのが⼀般的です。⼤学では講義前に

予習することは必要ですが、毎回授業後に⼤量

の課題がでることはありません。⼀⽅アメリカ

の⾼校では課題が出ることは少なく、⼤学進学

には学⼒⾯よりも⼈格⾯が重視され、⼊学後は

専⾨分野を突き詰めて勉強していくので、毎回

授業後に⼤量の課題が出されます。アメリカは

⼤学卒業が⽇本よりも難しいのでこのように⽇

本と違う⾯が出てくるそうです。これを聞いて

アメリカは狭く深く⽇本は様々な分野を学ばせ

る広く浅くの勉強をしていると思いました。留

学中に地域の住宅街をボランティア活動で清掃

したとき、掃除中そこの住宅街に住んでいる⼈

がドアを開けて、「Thanks you !」と⼤きな声で

⾔ってくれました。アメリカの⼈は感情表現が

豊かなのだと感じました。このことはバディや

留学先の友⼈と話した時も感じたことでした。

例えばバディと⾷事に⾏く約束をしたとき、私

が「楽しみにしているね」と⾔うと「I cannot 

wait!」とリアクションしてくれました。アメリ

カの⼈はオーバーリアクションというのは良く

聞く話ですが、実際に体験してみると嬉しくな

りました。  

 今回の研修ではバディと初めて会った時上⼿

く英語が使えず、相⼿が⾔っていたことが聞き

取れないでこの３週間⼤丈夫かなと⼼配になり

ました。しかし、ジェスチャーや基本的な英単

語を使いながら⼀⽣懸命話したら相⼿に伝わっ

て、少しずつ話せるようになり笑顔で楽しめる

ようになりました。初めての海外ということも

あり、緊張や不安から体調を崩したこともあり

ましたが徐々に慣れていき、バディ以外の様々

な友⼈も得ることができました。今の時代調べ

ればその⼟地に⾏かなくても⽂化や習慣を知る

ことはできますが、実際に⾏かないと経験でき

ないことは調べて分かる事よりもはるかに多い

です。多⽂化社会の⼀端を⾒たり感じたりする

ことで、⾃分の視野や考えを広げることができ

ました。これからも様々な挑戦をポジティブに

とらえて頑張っていきます。 

 
カフェテリアでバディと 


